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このような高低差が現れる理由は次のように考えることができる。 例えばf=[漱テ漱
]の AOは

′〓1の AOよ りもF古キ漱
]の近くで大きな振幅を持つため、ノ =[需テ需

]の AOに入つた[燎ア需
]

はノ=1の AOに入つたF黎ア黎可よりも大きな[需 卜需]電荷を感じる。 逆に、′ =[需テ漱
]の A0

に入つたF士ア需
]か ら受けるF士ナ離

]に よりtノ =1の AOに入つた[Ⅲア需
]は ノ =F士テ需

]の AOに
入つた[漱ア焙

]よ りも小さな[敷 卜漱]電荷を感じるともいえる。

●問2: 外部の磁場や電場が無い状態で、セレン原子 (原子番号 34)の基底状態の電子配置を

考える。電子が一部でも占有している副殻のうちエネルギーが最も高いものから数えて 3つについ

て 1個 1個の電子のスピンを示す矢印を記入せよ。 なるべく解答用紙 No.2の記入枠を利用して、

解答せよ。正方形の枠1つが問1で述べられたあるα勁で表される1つの原子軌道AOを表す。

記入例に倣って、スピン磁気量子数 島 =1/2の電子を上向きの矢印で、22s=~1/2の電子を下向き

の矢印で表せ。理由を述べる必要は無い。
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分子について考察する, FF~「

これらは必ずしも安定に存在するとは限らない。以下の問いに答えよ。理由を記す必要は無い。

<なるべくNo.3の解答欄を利用せよ>      Lげ     `  Oι 肝二 R― ドιI

O中 性かつ電子基底状態にあるときよりも電子を 1個付加される方がより結合力が増す (中性原

子同士より、中性原子と一価陰イオンの間で結合力が大きくなる)分子を全て列挙せよ。

B)中性かつ電子基底状態で常磁性を示す分子を全て列挙せよ。

C)中性かつ電子基底状態にあるときよりも電子が 1個除去された方がより結合力が増す (中性原

子同士より、中性原子と一価陽イオンの間で結合力が大きくなる)分子を全て列挙せよ。

D)基底状態では安定な結合が生じないが、片方の原子が励起されることにより電子が励起され

ている間だけ強い (結合次数で表現するなら1程度の)結合力が働く可能性がある分子を全て列挙

せ よ。
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E)①)で列挙した分子を構成する原子が基底状態で中性の時に、原子間で働く力による相互作用上

ネルギ早を表す数式を記せ。配布資料に登場したもの (近似式)から最も適切なものを選び記せ。

ただし、式中に現れる全ての文字変数について名称を記せ。
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